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１．研究のねらいと目的 

近年、今泉地区は、雑誌やテレビなどの

メディアで取り上げられるなど、注目を浴び

はじめている。今泉地区におしゃれな路面店

が並び、街並みがにぎやかになったことや、

若者の間で話題になっている大名地区と隣接

していることが理由としてあげられよう。昨

年の、大名の飲食店経営者へのアンケート調

査によると([4])、大名の他に注目している地

区として、今泉を挙げた回答がほぼ過半数を

占めていた。 

しかし、このように注目されている地区

にもかかわらず、今まで今泉地区内の新規出

店の実態や、一日にどれくらいの人が訪れて

いるのかといった「入込み来街者数」の現状

は明らかにされていなかった。 

そこで、今回初めて今泉地区を対象とし

て取り上げ、今泉地区内の来街者数を計測す

るための「大名・今泉通行量調査」及び、商

業施設の新規立地動向を明らかにするための

「今泉立地動向調査」を実施した。 

本研究の目的は、これらの調査データか

ら、今まで明らかでなかった今泉地区の入込

み来街者数の推計を行なうことと、今泉地区

の商業施設の新規立地動向を明確にすること

である。 

 
2. 今泉地区の来街者数の計測と立地動態分

析の分析枠組 

この章では、今回実施した「大名・今泉通

行量調査」、「今泉立地動向調査」の概要及び、

分析枠組を述べる。 

   
2-1. 今泉地区における来街者数の計測方法

の考え方 －大名・今泉通行量調査1による－ 

2-1-1. 通行量調査の方法 

通常、通行量調査とは、地区内に幾つかの

地点を設け、その地点でどの方向に何人通過

したかを、設定した時間区間でカウントする

というものである。 

しかし、この方法では調査地点でどの方向

に何人通過したかは把握できるものの、実際

に調査対象地区にどのくらい集まっているの

かは把握できない。 

そこで齋藤研究室で行っている通行量調査

（[1],[3]）は、対象となっている地区のすべ

て出入口に調査員を配置してその地区に出入

する歩行者をカウントする。これにより、入

込み来街者数や滞留人口を把握することが可

能となった。 

 

2-1-2. 調査概要 

  「大名・今泉地区通行量調査」の、今泉地

区の調査の概要は以下の通りである。 

調査日時 

2001 年 10 月 13 日（土）  

午前 11 時～午後 7 時の時間帯に計測 

調査対象地区 

今泉地区 

 

                                                  
1 ここでは、「大名・今泉地区通行量調査」の

今泉地区の部分を抜粋した内容を示す。大名

地区の詳細は別に参照。 
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計測地点 

通行量 14 箇所・店前通行量 3 街路 4 地点 

  

計 17 箇所（図 2-1 を参照） 

計測対象 

調査地点を通過する歩行者 

（自転車に乗っている人も歩行者として 

 
 
 

カウントする） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1  今泉地区の調査地点 

 

2-1-3. 各調査地点2での通行量の計測方法 

流入・流出人口の計測 

対象調査地点：31～44 

 ◆ 今泉地区の出入り口となっている通路を

全て網羅し、歩行者の流入流出の数を 15

分区切りで計測する。 

◆ また、通行量が少ないと予想された地点 31

～36 は、1 時間のうち 15 分間だけを計測

し、それを 4 倍にして、1 時間の流入、流

出人口とする。 

店前通行量の計測 

  対象調査地点：45～48 

◆ 方向に関係なく、通り過ぎた人をカウント 

する。 

                                                  
2本調査は大名と連動して調査を行なっているた

め、今泉地区は地点番号が 31 から始まっている。 

◆ 店の点在状況をもとに人通りの多いと思

われる地点を 3 街路 4 地点選ぶ。 

◆ 計測時間は 12:00～13:30、15:30～17:30

の計 3 時間半で行なう。 

◆ 分析する際は調査時間を8時間に合わせる

為、2.3 倍にした人数にする 

流入、流出・入込み来街者数・店前通行量・滞留

人口の定義 
◆ 流入、流出･･･調査地点を通過し、当該地区

内へ入ってくる歩行者数を流入人口とし、

同出て行く歩行者数を流出人口とする。 

◆ 入込み来街者数･･･全ての調査地点におけ

る流入人口の総計を入込み来街者数とする。 

◆ 店前通行量･･･向きに関係なく調査店舗前

を通り過ぎた歩行者数とする。 

◆ 滞留人口･･･ある時点において、地区の時間
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区間流入人口から時間区間流出人口を引き、

その差分に前時点の相滞留人口を足す。こ

の作業を繰り返し行ない、最後に得られた

数値をその地区における滞留人口とする。

ただし、初期の滞留人口は０であるとする。 

 

2-2. 今泉地区の立地動態分析の考え方  

－今泉立地動向調査による－ 

2-2-1. 調査概要 

 「今泉立地動向調査」の調査の概要は以下の通

りである。 

調査対象地区 

今泉地区 

調査時期 

◆ 2000 年 6 月の予備調査により、建物名・店

舗名・業種・備考を含む建物リストを作成。 

◆ 2000年 11月初旬から中旬にかけて本調査を

実施。 

調査方法 

◆ 予備調査で得られた建物リストと照らし合

わせながら、本調査の時点で変化した個所を

修正。 

◆ 今回特別に対象となっている店舗（飲食店、

理美容室、衣料店）の建物名・店舗名・業種・

立地階層・予備調査時点からの存続の有無を

確認し、開設年月日を直接店舗に聞いて回る。  

2-2-2. 分析方法 

 「今泉立地動向調査」で得られた調査データを

もとに、Micro Soft Access でデータベースを作

成する。その後、地理情報システム3ソフトであ

る「Active Map Pro」を使用し、電子地図上に商

業施設の分布を表示する。 

 
 

                                                  
3 地図情報システム（GIS : Geographical 
Information System）・・・電子地図に収められ

た地図上の建物などの情報を読み込み、それらの

情報の表示、加工、追加ができ、地理情報データ

を分析データとして解析を行なうシステム 

3. 今泉地区への入込み来街者数・滞留人口の推

計 

「大名・今泉通行量調査」で得られた主要な分

析結果は以下の通りである。 

今泉地区の総流入人口は 13693 人であった。つ

まりこれが今泉地区内の入込み来街者数である。

また、総流出人口は 13737 人であった。総流入人

口よりも総流出人口の方が多い。 

3-1. 地点別の流入・流出人口 

図 3-1 は、今泉地区の調査地点別にみた流入・

流出人口を表している。この図から、次のような

ことがわかる。 

● 流入、流出ともに地点 44 が最も多く、流入

が 1701 人、流出が 2251 人である。 

● 次いで地点 40 が流出・流入ともに多く、流

入が 1612 人、流出が 1461 人である。 

 

「ふくおか経済」2001 年 10 月号（[5]）によ

ると、地点 44 からはいる街路のエリアに、地価

が上昇している箇所がある。そのエリアが含まれ

ている街路と地点 44 の人通りの多さに関係があ

るのではないかと考察する。 

3-2. エリア別の流入・流出人口 

図 3-2 はエリア別の流入・流出人口を表してい

る。今泉地区を東西南北に分け、全調査地点を以

下のように振り分けた。 

北エリア（国体道路側）：地点 40～44   

南エリア（薬院側）：地点 32～36 

東エリア（西鉄電車側）：地点 37～39   

西エリア（警固側）：地点 31 

この図から、北エリアが流入、流出ともに最も

多く、流入人口は 6262 人、流出人口は 6903 人で

あった。このことより、国体道路に面している、

北エリアは今泉地区のなかで最も通行量が多い。 

3-3. 時間帯別の流入・流出人口 

図 3-3 は、今泉地区の時間帯別の流入・流出人

口を表している。これより、以下のことがわかる。 

● 流入のピークが 18:15～18:30、また流出の

ピークは 17:30～17:45 である。 
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● 歩行者の今泉地区への流入、流出は、午後

12:00 から徐々に増加している。 

3-4. 店前通行量 

図 3-4 は、店前通行量を表している。地点 45

～48 は、歩行者がどれだけ行き来しているかの

計測である。歩行者の行き来が多いほど、その地

点(通り)はにぎわっているということが考察さ

れる。この図より以下のことがわかる。 

● 地点 45（サウスストリート）通行量 5508 人

と圧倒的に多い。 

● 地点 46、地点 47 の通行量はほとんど変わり

はない。 
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図 3-1 地点別の流入・流出人口 
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図 3-2 エリア別の流出・流入人口 
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図 3-3  時間帯別の流入・流出人口 
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図 3-4 店前通行量 

 

3-5. 滞留人口 

3-5-1. 滞留人口 

図 3-5-1 滞留人口を表している｡これより以下

のことが分かる｡ 

● ピークは 13：00 で 14 人である｡ 

 

 滞留人口がマイナス方向へあらわれるのは、今

泉地区の住民が地区外へ出て行ってしまうこと、

今泉地区に駐車場が多く、通行量調査でカウント

されていない人間がいること理由として考えら

れる。 

3-5-2. 駐車場の考慮 

今泉地区には駐車場の立地が多い。今回の通行

量調査において、車で今泉地区に入ってくる人が

流入にカウントされず、流出のみにカウントされ

たことが、滞留人口をマイナスにさせた原因と考

えた｡そこで、駐車場に関するデータと各駐車場

の収容台数、出入り口の位置を調査したものを基

に、駐車した車の乗車人数を含めた予測滞留人口

を推計した。これは、独自の調査により得られた

データから概算したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は、この推計において適用した項目である。 

● 100 円パーキング＝全２６ヶ所（収容台数

計：408 台） 

立体駐車場＝全２ヶ所（収容台数計：370 台）

ただし、出入り口が今泉地区内に無いものは除

く。 

● 車一台あたりの乗車人数=1.8 人 

 

これらの条件のもとで推計した結果が図

3-5-2 で示されている。これより以下のことが

分かる｡ 

 

● 滞留人口は 15：00 まで増加しつづけている｡ 

● ピークは 15：00 で 818 人である｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



福岡大学都市空間情報行動研究所・福岡大学経済学部斎藤研究室・福岡大学経済学部栫井研究室編，『第

2 回福岡都心部まちづくりマーケティング調査研究発表会 梗概集』，(2001)，pp.28-35  より 

 

 

 

 

 
滞留人口

-500

0

500

1000

1500

2000

2500

11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00 17:00 18:00

流入

流出

滞留人口

 
図 3-5-1 滞留人口 

 

滞留人口（100円パーク・立体駐車場人数込み）
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図 3-5-2 100 円パーキング・立体駐車場に駐車した車の乗車人数を含めた滞留人口 

 

4. 今泉地区の商業施設立地動態分析 

 この章では、今泉地区の現状の土地利用、及び

商業店舗の立地動向をみていく。まず、現在の今

泉地区がどのような建物が立地しているのかを

みてみよう。 

 図 4-1 は 2001 年 11 月までの、今泉地区内にあ

る建物の立地利用状況の割合を表したものであ

る。これをみると、民家（アパート、マンション

を含む）が 38％とほかの利用状況と比べて占め

る割合が大きいことがわかる。商業店舗において

は、飲食店、衣料店、理美容院が立地している。 

今回の研究では、商業店舗の立地動向に着目し

て、飲食店、衣料店、理美容院が年代ごとにどの

ように立地していくのかを調べ、以下のようなこ

とがわかった。 

● 2001 年現在の立地業況をみてみると、主に国

体道路沿いとサウスストリートの通りに面し

て、立地している。 

● 衣料店では、沼田病院の向かいにあるサウス

ストリートに面して店が集中しており、1999

年辺りから今泉地区内部にも点在が見られる

ようになった｡ 

● 理美容室では、1997 年以前は西エリアに店

が集中しているが、2001 年にかけて新規出店

が見られるのは東エリアである。 

● 図 4-3 より、理美容室は 4 年間で約 1.5 倍、

飲食店は約 2.4 倍、衣料店は約 3.1 倍の伸びが

みられた。 

● 同じく、図 4-3 より、衣料店は 97 年以降、

約 1.3 倍づつ一定の間隔で増加している。
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図 4-1  今泉地区内の建物の立地利用状況 

 

 

 

 

図 4-2 2001 年現在の商業店舗出店状況 
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図 4-3 年代別新規出店の推移 

 

5. 結論と今後の課題 
 注目を浴び始めている今泉だったが、「今泉・

大名通行量調査」からの、歩行者の通行

からみると、街の賑わいの目安して考え
衣料店 

飲食店 

理美容室
量データ

られる、
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滞留人口の増加が大名地区と比べて、あまり顕著

な結果がみられなかった。その理由として、駐車

場の立地に視点をおき、車で入ってきたために、

調査でカウントされなかった人が多いため、流入

人口が少なくあらわれ、流出人口が多く出てくる

と考えた。そこで、駐車場の立地に重点を置いて

分析を進めた｡その結果、駐車場は滞留人口に影

響を及ぼしている要因の一つであることがより

確かになった。だが、今回駐車場を考慮に入れた

分析は、あくまでも推測値に過ぎない。 
今後、駐車場の入車台数や乗車人数などを調査

し、滞留人口のより明確なデータを導く事が課題

である｡ 
立地動態に関しては、今泉はその地区内という

よりも、北エリア(国体道路側)･西エリア（警固

側）といった地区周辺に商業施設が分布している。

商業施設が南下傾向にあることから、店舗が大名

から今泉へと浸透していることが明らかになっ

た。また、サウスストリート沿いを境とした今

泉・警固両側にも多く点在していた。 
今後の課題として、サウスストリートを中心に

した今泉地区と警固地区の隣接性を明確にして

いくことがあげられる。 
今泉は近年活気づき始めたばかりであり、これ

からまだまだ発展する要素を十分に備えている。

その経過をみるため、今回の調査に留まらせるこ

となく逐次調査を行い、データを蓄積し分析して

行く必要がある｡ 
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